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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第92期

第３四半期連結
累計期間

第93期
第３四半期連結
累計期間

第92期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 2,169,576 1,879,742 3,423,061

経常利益又は経常損失(△) （千円） 25,796 △2,791 37,972

親会社株主に帰属する四半期純利

益
（千円） 35,490 181,404 12,212

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 33,390 193,369 △28,716

純資産額 （千円） 2,859,438 2,990,039 2,797,319

総資産額 （千円） 5,553,508 6,051,457 5,339,435

１株当たり四半期純利益金額 （円） 1.50 6.79 0.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 1.50 － 0.50

自己資本比率 （％） 51.5 49.4 52.4

 

回次
第92期

第３四半期連結
会計期間

第93期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

 
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

 

 
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

 

１株当たり四半期純利益金額 （円） 0.97 7.48

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第93期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容におきまして、

平成28年11月１日付で旭工業株式会社の全株式を譲渡したため、当第３四半期連結会計期間より連結の範囲から除外

しております。

新たな事業の系統図は、以下の通りであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間における、経営上の重要な契約は以下の通りです。

（旭工業株式会社の株式譲渡）

内容につきましては、「第４　経理の状況、１　四半期連結財務諸表、注記事項、(企業結合等関係　事業分離　

（旭工業株式会社の全株式譲渡）」に記載しております。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（以下「当第３四半期」）の我が国経済は、個人消費の持ち直しなどにより、緩やか

な回復基調が続いております。先行きについても、雇用・所得環境の改善が続くなかで、緩やかに回復していくこ

とが期待されるものの、アメリカの金融政策正常化や今後の政策の動向、中国をはじめとするアジア新興国等の経

済の先行きなどの海外経済要因や、金融市場の変動による影響に留意する必要があります。

当社グループの主要な事業領域についてみると、国内外の金融・不動産市場及び国内のホテル・レジャー市場

は、海外経済の不確実性の影響を受けつつも、概ね堅調に推移しているといえます。

このような経済状況のもと、当第３四半期の当社グループは、新規賃貸用不動産の取得、ホテル等の事業所の採

算維持・向上のための施策など、経常的な収益力を強化するための取り組みを積極的に進めてきました。一方で、

平成23年８月の株式取得以降、企業価値向上に取り組んできた旭工業株式会社につきまして、更なる成長と事業上

のシナジー効果を発揮できる株式会社日阪製作所へ全株式を譲渡しました。

以上の結果、当第３四半期の当社グループの業績は、前年同期と比較して、所有不動産の増加等が収益向上に貢

献したものの、「国民宿舎マリンテラスあしや」の営業終了による減収分を補うに至らず、売上高1,879百万円

（前年同期比13.4％減）、営業利益27百万円（前年同期比54.2％減）、経常損失２百万円（前年同期は経常利益25

百万円）となりました。また、子会社株式売却益196百万円を特別利益に計上したため、親会社株主に帰属する四

半期純利益181百万円（前年同期比411.1％増）となりました。

報告セグメントごとの業績及び直近の状況は、次のとおりであります。

 

（マーチャント・バンキング事業）

当社グループは、当事業部門におきまして、主に国内外の企業及び不動産向けの投資事業を営んでおります。

当第３四半期は、賃貸用マンション３件（京都左京区、大阪天王寺区、札幌市中央区）を新規に取得したことに

より賃料収入が増加し、売上高268百万円（前年同期比7.3％増）となりましたが、これらの取得費用を負担し、セ

グメント利益78百万円（前年同期比3.3％減）と、前年同期に対して増収減益となりました。

 

（オペレーション事業）

当社グループは、当社及び株式会社ホテルシステム二十一（連結子会社）において、宿泊施設、ボウリング場及

びインターネットカフェ店舗の運営、並びに給食業務の受託を行っております。

当第３四半期は、売上高1,371百万円（前年同期比17.0％減）、セグメント利益51百万円（前年同期比32.0％

減）となり、「国民宿舎マリンテラスあしや」の契約満了（以下「撤退事業所」）による影響を考慮した前年同期

との比較は下記のとおりであります。

   （単位：百万円）

  前年同期 当第３四半期  

    対前年同期比

売　　上　　高 1,651 1,371 △17.0％

 うち撤退事業所分 257 － －

差　　引　　き 1,393 1,371 △1.6％

セグメント利益 75 51 △32.0％

 うち撤退事業所分 18 － －

差　　引　　き 57 51 △10.4％
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（マニュファクチュアリング事業）

マニュファクチュアリング事業は、旭工業株式会社において、食品製造機械の製造及び販売を行っておりました

が、平成28年11月１日付で同社の全株式を株式会社日阪製作所に譲渡いたしました。このため、同社の業績は、４

月１日から10月31日（みなし売却日）までの７か月の業績となり、当第３四半期は、売上高239百万円、セグメン

ト利益21百万円となりました。

また、同社の株式譲渡に伴い関係会社株式売却益196百万円を計上しております。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年2月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 27,117,556 27,117,556
 東京証券取引所

 市場第二部

単元株式数

100株

計 27,117,556 27,117,556 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 27,117,556 － 2,701,272 － 270,301

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

マーチャント・バンカーズ株式会社(E00545)

四半期報告書

 6/18



（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

413,600
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

26,679,100
266,791 －

単元未満株式
普通株式

24,856
－

１単元(100株)未満の株

式

発行済株式総数 27,117,556 － －

総株主の議決権 － 266,791 －

 （注）１. 「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２. 「完全議決権株式（その他）」欄普通株式には、証券保管振替機構名義の株式500株（議決権5個）が含まれ

ております。

３. 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式49株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

マーチャント・バンカーズ

株式会社

東京都千代田区有楽町

一丁目７番１号
413,600 － 413,600 1.53

計 － 413,600 － 413,600 1.53

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,240,180 1,220,124

受取手形及び売掛金 208,760 117,347

営業投資有価証券 373,424 386,048

販売用不動産 50,000 50,000

商品及び製品 2,175 1,658

仕掛品 40,789 －

原材料及び貯蔵品 16,791 15,468

その他 82,116 79,670

貸倒引当金 △870 －

流動資産合計 2,013,367 1,870,317

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,465,543 2,140,458

土地 1,484,859 1,721,345

その他（純額） 108,423 63,401

減損損失累計額 △129,489 △113,031

有形固定資産合計 2,929,337 3,812,173

無形固定資産   

のれん 254,420 221,916

その他 723 2,474

無形固定資産合計 255,143 224,391

投資その他の資産   

投資有価証券 24,956 34,956

敷金及び保証金 92,853 95,171

その他 25,694 16,366

貸倒引当金 △1,920 △1,920

投資その他の資産合計 141,585 144,574

固定資産合計 3,326,067 4,181,139

資産合計 5,339,435 6,051,457
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 97,327 70,413

1年内返済予定の長期借入金 115,884 168,768

未払費用 120,853 111,950

賞与引当金 3,900 3,840

役員賞与引当金 900 360

その他 289,905 93,756

流動負債合計 628,770 449,088

固定負債   

長期借入金 1,724,779 2,488,645

長期預り敷金保証金 63,335 68,921

退職給付に係る負債 30,050 －

役員退職慰労引当金 10,600 －

その他 84,580 54,761

固定負債合計 1,913,345 2,612,328

負債合計 2,542,115 3,061,417

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,700,970 2,701,272

資本剰余金 270,000 270,301

利益剰余金 △84,389 97,015

自己株式 △83,349 △83,456

株主資本合計 2,803,232 2,985,132

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △7,056 4,907

その他の包括利益累計額合計 △7,056 4,907

新株予約権 1,144 －

純資産合計 2,797,319 2,990,039

負債純資産合計 5,339,435 6,051,457
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 2,169,576 1,879,742

売上原価 845,128 728,979

売上総利益 1,324,447 1,150,763

販売費及び一般管理費 1,265,237 1,123,619

営業利益 59,210 27,143

営業外収益   

受取利息 45 7

受取配当金 8 4

貸倒引当金戻入額 16 870

為替差益 8 22

その他 1,913 1,001

営業外収益合計 1,992 1,905

営業外費用   

支払利息 18,862 21,511

新株発行費 7,502 －

支払手数料 9,041 10,329

その他 － 0

営業外費用合計 35,406 31,840

経常利益又は経常損失（△） 25,796 △2,791

特別利益   

新株予約権戻入益 7,120 924

投資有価証券売却益 17,400 －

関係会社株式売却益 － 196,012

保険差益 280 －

その他 200 7,028

特別利益合計 25,000 203,964

特別損失   

固定資産売却損 － 10,633

その他 － 79

特別損失合計 － 10,713

税金等調整前四半期純利益 50,796 190,459

法人税、住民税及び事業税 14,553 23,469

法人税等調整額 752 △14,414

法人税等合計 15,305 9,054

四半期純利益 35,490 181,404

親会社株主に帰属する四半期純利益 35,490 181,404
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 35,490 181,404

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,100 11,964

その他の包括利益合計 △2,100 11,964

四半期包括利益 33,390 193,369

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 33,390 193,369
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

　連結の範囲の重要な変更

　当第３四半期連結会計期間より、旭工業株式会社は、平成28年11月１日に全株式を譲渡したため、連結の範囲から除

外しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半期

連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の通りであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 51,478千円 60,476千円

のれんの償却額 39,807千円 32,503千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金の支払額

　該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動

①資本金の額の減少及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分

　平成27年６月25日開催の第91回定時株主総会において、資本金の額の減少及び資本準備金の額の減少並びに剰

余金の処分を決議したことにより、平成27年８月１日付で、資本金が334,761千円減少し、資本準備金が20,849

千円減少しており、その他資本剰余金へ振り替えた後に繰越利益剰余金へ振り替え欠損填補を行いました。

②第三者割当による新株式発行（第三者割当増資）

　平成27年９月８日開催の取締役会において、第三者割当による新株式発行を決議し、平成27年９月30日開催の

臨時株主総会における承認を経て、平成27年10月５日付でアートポート不動産株式会社（現社名：アートポート

インベスト株式会社）から第三者割当増資の払込が完了しております。これにより、資本金が270,000千円増加

し、資本準備金が270,000千円増加しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金の支払額

　該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１．

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２．
 

マーチャン
ト・バンキン
グ事業

オペレーショ

ン事業

マニュファク

チュアリング

事業

売上高       

外部顧客への売上高 250,103 1,651,332 268,139 2,169,576 － 2,169,576

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 250,103 1,651,332 268,139 2,169,576 － 2,169,576

セグメント利益 81,016 75,905 5,890 162,812 △103,602 59,210

（注）１．セグメント利益の調整額△103,602千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

一般管理費によりなっております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額

（注）１．

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２．
 

マーチャン
ト・バンキン
グ事業

オペレーショ

ン事業

マニュファク

チュアリング

事業

売上高       

外部顧客への売上高 268,476 1,371,306 239,958 1,879,742 － 1,879,742

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 268,476 1,371,306 239,958 1,879,742 － 1,879,742

セグメント利益 78,304 51,609 21,258 151,172 △124,028 27,143

（注）１．セグメント利益の調整額△124,028千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

一般管理費によりなっております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．マニュファクチュアリング事業は平成28年11月１日で旭工業株式会社の全株式を譲渡したことにより、

みなし売却日を平成28年10月31日として、その時点までの業績を表示しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

　事業分離

（旭工業株式会社の全株式譲渡）

　平成28年11月１日付で当社の連結子会社である旭工業株式会社の全株式を株式会社日阪製作所へ譲渡しております。

１．事業分離の概要

①分離先企業の名称

　株式会社日阪製作所

②分離した事業の内容

　旭工業株式会社

（事業の内容：全自動式蒸気殺菌装置並びに麺類自動茹装置等の食品製造機械の製造及び販売）

③事業分離を行った理由

　旭工業株式会社は創業者の事業承継を事由に当社が平成23年８月17日付取得したものであり、取得して以降は経

営管理を中心に後継者の育成、企業体質の強化と企業価値向上に努めて参りました。

　更なる企業価値向上と経営基盤強化のために、事業上のシナジー効果が期待できる会社への譲渡を検討していた

ところ、株式会社日阪製作所の食品殺菌機器事業とのシナジー効果が期待できるものと判断し、全株式を譲渡する

ことにいたしました。

④事業分離日

　平成28年11月１日

⑤法的形式を含む取引の概要

　受取対価を現金等の財産のみとする株式譲渡

２.実施した会計処理の概要

①移転損益の金額

　関係会社株式売却益　　　　　　　　196,012 千円

②移転した事業に係る資産及び負債の適正な帳簿価額並びにその主な内訳

流動資産 307,810 千円

固定資産 60,670  

資産合計 360,480  

流動負債 147,541  

固定負債 92,951  

負債合計 240,492  

③会計処理

　旭工業株式会社の株式譲渡額から、譲渡時の連結上の帳簿価額を差引いた額を特別利益の「関係会社株式売却

益」に計上しております。

３　分離した事業が含まれていた報告セグメント

　マニュファクチュアリング事業

４　四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に計上されている分離した事業に係る損益の概算額

 累計期間

売上高 239,958 千円

営業利益 21,258  
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日）

(1)　１株当たり四半期純利益金額 1円50銭 6円79銭

　　(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 35,490 181,404

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
35,490 181,404

期中平均株式数（千株） 23,641 26,702

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1円50銭 －

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 0 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

マーチャント・バンカーズ株式会社(E00545)

四半期報告書

17/18



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月13日

マーチャント・バンカーズ株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大村　　茂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　　潤　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマーチャント・

バンカーズ株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年

10月１日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マーチャント・バンカーズ株式会社及び連結子会社の平成28年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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